
核
兵
器
禁
止
条
約
の
採
択
は
、

日
本
の
被
爆
者
を
は
じ
め
「
核
兵

器
の
な
い
世
界
」
を
求
め
る
世
界

各
国
と
市
民
社
会
の
多
年
に
わ
た

る
共
同
の
と
り
く
み
が
結
実
し
た
、

文
字
通
り
、
歴
史
的
な
壮
挙
で
す
。

採
択
さ
れ
た
条
約
は
前
文
で
、

核
兵
器
の
非
人
道
性
を
厳
し
く
告

発
し
、
国
連

憲
章
、
国
際

法
、
国
際
人

道
法
に
て
ら

し
て
、
違
法

性
を
指
摘
し

て
い
ま
す
。

核
兵
器
禁

止
の
内
容
と

し
て
、
核
兵

器

の

「

開

発
、
実
験
、

生
産
、
製
造
、

取
得
、
所
有
、

貯
蔵
、
使
用
、

使
用
の
威
嚇
」、

締
約
国
の
領

土
と
管
轄
地

域
へ
の
核
兵

器

の

「

配

置
、
導
入
、

配
備
の
許
可
」

な
ど
を
明
記

し
て
お
り
、「
核
抑
止
力
論
」（
核

兵
器
で
相
手
国
を
威
嚇
し
て
安
全

を
確
保
し
よ
う
と
す
る
政
策
）
を

否
定
し
た
も
の
と
し
て
、
大
き
な

意
義
を
も
つ
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

条
約
で
は
、
核
兵
器
の
完
全
廃

絶
に
む
け
た
枠
組
み
を
明
記
し
、

核
保
有
国
の
条
約
へ
の
参
加
の
道

す
じ
も
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
条
約
は
、
「
核
兵
器
の
使

用
ま
た
は
実
験
に
よ
っ
て
影
響
を

う
け
た
諸
個
人
」
に
対
す
る
支
援

を
、「
差
別
な
く
十
分
に
提
供
す

る
」
こ
と
を
、
核
兵
器
に
よ
っ
て

被
害
を
与
え
た
こ
と
の
あ
る
締
約

国
の
責
任
と
し
て
明
記
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て

被
爆
者
援
護
を
求
め
て
き
た
被
爆

者
の
願
い
に
こ
た
え
る
画
期
的
な

条
項
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
日
本
政
府
が
、
唯
一
の

戦
争
被
爆
国
の
政
府
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
核
兵
器
禁
止
条
約

に
背
を
向
け
る
態
度
を
と
っ
て
い

る
こ
と
は
、
内
外
の
強
い
失
望
と

批
判
を
招
い
て
い
ま
す
。
政
府
は
、

従
来
の
立
場
を
抜
本
的
に
再
検
討

し
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
す

る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。核

兵
器
禁
止
条
約
を
採
択
し
た

国
連
会
議
に
は
、
日
本
共
産
党
の

志
位
和
夫
委
員
長
が
「
市
民
社
会
」

の
代
表
と
し
て
参
加
。
７
月
６
日

に
は
、
国
連
会
議
の
エ
レ
ン
・
ホ

ワ
イ
ト
議
長
と
会
議
場
で
あ
い
さ

つ
を
か
わ
し
ま
し
た
。

ホ
ワ
イ
ト
議
長
は
「
お
お
、
ミ

ス
タ
ー
・
シ
イ
。
３
月
に
続
き
、

ま
た
お
会
い
し
ま
し
た
ね
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

志
位
委
員
長
は
、
「
採
択
さ
れ

る
条
約
案
は
国
際
社
会
の
英
知
を

結
集
し
た
最
良
の
も
の
と
考
え
て

お
り
、
議
長
を
務
め
た
ホ
ワ
イ
ト

議
長
の
大
き
な
努
力
と
貢
献
に
感

謝
し
て
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ホ
ワ
イ
ト
氏
は
「
み
な
さ
ん
を

は
じ
め
と
す
る
市
民
社
会
の
大
き

な
支
援
と
貢
献
に
心
か
ら
感
謝
し

ま
す
」
と
こ
た
え
、
両
氏
は
固
く

握
手
し
ま
し
た
。
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７
・
18
▼
地
方
港
湾
審
議

会
幹
事
部
会
を
傍
聴

７
・
19
▼
国
民
平
和
大
行

進
参
加
／
千
葉
県
職
員
日

本
共
産
党
後
援
会
と
懇
談

７
・
20
▼
県
議
団
会
議
／

三
番
瀬
公
金
違
法
支
出
判

決
を
活
か
す
会

７
・
21
▼
日
本
共
産
党
志

位
和
夫
委
員
長
駅
頭
演
説

７
・
22
▼
自
治
体
学
校

７
・
23
▼
自
治
体
学
校
の

分
科
会
で
報
告

７
・
24
▼
自
治
体
学
校
全

体
会
／
船
橋
市
生
活
と
健

康
を
守
る
会
の
会
議

７
・
25
▼
袖
ケ
浦
福
祉
セ

ン
タ
ー
進
捗
管
理
委
傍
聴

７
・
26
▼
船
橋
市
平
和
委

員
会
企
画
明
治
大
学
登
戸

研
究
所
資
料
館
を
見
学

７
・
27
▼
県
議
団
会
議
／

東
葛
南
部
地
域
医
療
構
想

調
整
会
議
を
傍
聴

７
・
28
▼
幕
張
新
都
心
新

駅
計
画
で
懇
談
／
津
田
沼

革
新
懇
の
宣
伝
に
参
加

７
・
29
▼
金
杉
地
域
を
訪

問
／
ふ
な
ば
し
市
民
ま
つ

り
二
和
向
台
会
場
に
参
加

７
・
30
▼
関
根
和
子
市
議

と
輪
っ
子
の
会
報
告
会

人
類
史
上
初
め
て
核
兵
器
を
違
法
化
す
る
核
兵
器
禁
止
条
約

が
７
月
７
日
、
国
連
本
部
で
開
か
れ
て
い
た｢

交
渉
会
議｣

で
、

１
２
２
カ
国
の
圧
倒
的
多
数
の
賛
成
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

丸 山 慎 一 検索

ＱＲ
コード

marusin@mbn.nifty.com

右のQRコードでブログを見る
ことができます。ＨＰは検索。

丸
山
慎
一
県
議

活
動
日
誌

核
保
有
国
に
も
参
加

の
道
す
じ
開
く

７月１９日、核兵器廃絶をめざして「原水爆禁止国民平和大
行進」が船橋市内を歩きました。５月７日に北海道の礼文島を
出発した幹線コースで、東北地方の太平洋側を南下。７月１２
日に千葉県に入りました。最後は、東京の上野が終結点で、全
国から平和への思いを広島・長崎に届けます。

〔核兵器禁止条約に賛成した国々〕

日
本
政
府
は
条
約
に

背
を
向
け
失
望
招
く

志
位
和
夫
委
員
長
が

国
連
会
議
に
参
加


